
第１号議案 

令和３年度市原市地区社会福祉協議会事業報告 

１． 会 議 

〇事務局 

期 日 会議名 内  容 

 ４月２８日 臨時役員打合せ ・第１回理事会及び総会の内容について 

 ５月１２日 会計監査 ・令和２年度会計監査 

 ５月１４日 第１回理事会 
・令和３年度市原地区社会福祉協議会総会資料（案）について 

・相談支援事業の実施について 

 ５月２８日 
総  会 

（書面議決） 

・令和２年度事業報告および決算報告、監査報告 

・令和３年度事業計画（案）及び予算（案）について 

※新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から書面 

評決により実施 

２月２７日 臨時役員打合せ 
・地区社協連絡会における地区活動報告について 

・地区行動計画の見直しについて 

※急を要さない会議については新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から中止とした。 

 

 

○地域福祉推進部会 

期 日 会議名 内  容 

７月 

第１回市原地区小域 

福祉ﾈｯﾄﾜｰｸ連絡会議 

（中 止） 

・各ネットワークの取り組み状況と今度の予定について 

・意見交換 

※新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から 

中止とした。 

   ２月 

第２回市原地区小域 

福祉ﾈｯﾄﾜｰｸ連絡会議 

（中 止） 

・各ネットワークの取り組み状況について 

・意見交換 

※新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から 

中止とした。 

 

 

○高齢者支援部会 

期 日 会議名 内  容 

 ６月１日 
第１回サロンスタッフ 

連絡会議 

・各サロンの実施状況及び今後の予定について（報告） 

・意見交換 

・相談支援事業の実施に伴う相談記録用紙について 

６月１６日 第１回高齢者支援部会 
・部会長、副部会長の選任について 

・意見交換 

１１月２６日 
第２回サロンスタッフ

連絡会議 

・各サロンの実施状況及び今後の予定について（報告） 

・意見交換 

・相談支援事業の現状報告について 



 

２月１日 
第２回高齢者支援部会 

（中止） 

※新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から 

中止とした。 

３月１日 

第３回サロンスタッフ 

連絡会議 

（中止） 

※新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から 

中止とした。 

 

〇子育て支援部会 

期 日 会議名 内  容 

 ６月１日 
第１回サロンスタッフ 

連絡会議 

・各サロンの実施状況及び今後の予定について（報告） 

・意見交換 

・相談支援事業の実施に伴う相談記録用紙について 

６月１６日 第１回子育て支援部会 
・部会長、副部会長の選任について 

・意見交換 

１１月２６日 
第２回サロンスタッフ

連絡会議 

・各サロンの実施状況及び今後の予定について（報告） 

・意見交換 

・相談支援事業の現状報告について 

２月１日 
第２回子育て支援部会 

（中止） 

※新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から 

中止とした。 

３月１日 

第３回サロンスタッフ 

連絡会議 

（中止） 

※新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から 

中止とした。 

 

○広報部会  

期 日 会議名 内  容 

６月２３日 第１回広報部会 
・部会長及び副部会長の選出について 

・令和３年度広報紙発行スケジュールについて 

７月１３日 第２回広報部会 ・ほほえみ第１５号の内容検討 

８月３１日 第３回広報部会 ・ほほえみ第１５号の内容検討 

９月２１日 第４回広報部会 ・ほほえみ第１５号の校正 

１０月１２日 第５回広報部会 ・ほほえみ第１５号の発送準備 

１２月２１日 第６回広報部会 ・ほほえみ第１６号の内容検討 

２月８日 第７回広報部会 ・ほほえみ第１６号の内容検討 

２月２１日 第８回広報部会 ・ほほえみ第１６号の校正 

３月８日 第９回広報部会 ・ほほえみ第１６号の校正 

３月２５日 第１０回広報部会 ・ほほえみ第１６号の発送準備 

 

 



 

○市原地区行動計画推進委員会及び第２層協議体会議 

期 日 会議名 内  容 

１１月２日 第１回 

・委員の変更について 

・安心見守りカード（仮）の製作について 

・第２層協議体の今後の方向性について 

・地域の生活支援紹介（市原小学校区における移動販売） 

※当初は年間４回の開催を予定していたが、新型コロナウイルス感染症の影響により１回のみ開催 

 

〇地区社協連絡会 

市内１１地区における地区社協活動に関する情報交換、連絡調整及び調査研究等を行うことを目的 

として市社会福祉協議会が開催する本会議に参加した。 

期  日 会議名 内  容 

５月２１日 第１回 

・役員選出について 

・令和３年度地区社協連絡会の取組みについて 

・食料支援事業「フードパントリー」について 

７月２７日 第２回 

・第６次地域福祉活動計画（素案）について 

・令和３年度歳末たすけあい運動について 

・令和３年度地域福祉支援事業について 

・「フードパントリー」について 

・地区社協における災害時の対応について 

・地区発表（国分寺台、辰巳台地区） 

１０月２２日 第３回 

・「フードパントリー」の実施報告 

・地区行動計画に関する施策の基本的な考え方について 

・災害時救援活動のための社会基盤整備方策の改訂 

・令和３年度地域福祉支援事業について 

・市原市住民主体の子どもの見守り強化事業について 

・地区発表（有秋、南総地区） 

１１月１９日 第４回 

・（仮称）共生型サロン事業（案）について 

・子どもの居場所づくり事業補助金（案）について 

・地区発表（姉崎、三和、加茂地区） 

２月２５日 第５回 

・新たな相談支援体制構築の考え方（案）について 

・地区社会福祉協議会設置基準に基づく令和４年度地区社

会福祉協議会補助金積算額について 

・地区発表（市原、ちはら台地区） 

３月１４日 第６回 
・地域と社会福祉法人の連携・協働による活動の推進 

・地区発表（市津地区） 

 

 

 

 

 



 

２．事業 

（１）ふれあい・いきいきサロン 

 ６５歳以上の高齢者を対象に、閉じこもりの防止や孤立感を軽減し、安心して暮らせる地域づくり

を推進するために茶話会を６会場で実施した。 

会場名 実施回数 参加者数 協力者数 

石塚会場 

（旧八幡会場） 
２回 ３０名 １０名 

郡本会場 ３回 ４３名 ２２名 

藤井会場 ２回 ４０名 ７名 

若宮団地集会所会場 １１回 １２１名 ４４名 

若宮まんまるサロン会場 
会場における新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止策を講じることが難しい

ことから、令和３年度の開催は中止とした。 

菊間地域会場 〃 

※全てのサロンにおいて新型コロナウイルス感染症の影響を受け、部分的なサロン開催や完全に中止

となった。 

※藤井会場は令和３年６月をもって、「ふれあいサロン事業」から「通いの場事業」へ移行した。 

 

（２）ふれあい・子育てサロン 

 未就学児親子を対象に、子育ての不安感や孤立感を軽減するとともに、情報交換、交流の場として

子育てサロンを４会場で実施した。 

会場名 実施回数 参加者数 協力者 

八幡会場 １回 １４名 ８名 

若宮まんまる会場 ２５回 ５０１名 １０５名 

五所会場 ５回 ５９名 １８名 

菊間地域会場 ３回 ４名 １７名 

 

（３）広報紙ほほえみの発行 

号数 発行時期 発行部数 内容 

第１５号 １０月 1,700部 

・市原地区社会福祉協議会の取組み報告（部会活動） 

・相談支援事業の実施について 

・高齢者地域支え合い事業（第２層協議体）について 

第１６号 ３月 1,700部 

・小域福祉ネットワーク活動の報告 

・コロナに負けない体をつくるために 

・相談支援事業の実施について（事例紹介） 

・ボランティア募集 

※町会長へ依頼し、町会回覧により広報紙を住民にご高覧いただいた。 



 

（４）相談支援事業（令和３年度新規事業） 

 地域住民の日常生活を支えるための活動主体である地区社協が、住民の身近で気軽に相談できる場

や機会を設け、住民主体による相談支援活動を展開することにより、誰もが住み慣れた地域で自立し

て暮らせるまちづくりを目指し事業を実施した。 

 

①サロン会場を活用した日常的な困りごとの相談受付 

サロン開催回数 延べ５０回 

相 談 受 付 件 数 ０件 

※コロナ禍によりサロン開催の見通しが不透明だった為、包括支援センターによる出張相談は未実施 

 

②各地域団体と連携したケース会議（２件実施） 

No. 地 域 協 働 者 内  容 

１ 若宮 

町会長 

民生委員・児童委員 

地域包括支援センター 

市社会福祉協議会 

対象：高齢独居の女性 

課題：重い資源（新聞紙等）を回収場所まで持ち込み不可 

対応：町会による回収支援 

   民生委員・児童委員による継続した見守り 

２ 五所 

民生委員・児童委員 

小域福祉ネットワーク 

安心訪問員 

地域包括支援センター 

市社会福祉協議会 

対象：高齢独居の女性 

課題：歩行に難があり、自身でゴミを集積所へ持ち込み不可 

対応：介護保険サービスによる対応 

   小域福祉ネットワークによる生活支援方策の検討 

 

（５）市原地区社会福祉協議会役員研修会  

 新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から中止とした。 

 

３．研修会  

 地区社協活動の充実、強化を図るため、研修会に参加した。 

研修名 実施日 場所 内 容 参加者 

第２層協議体 

フォローアップ

研修 

６月１４日 アネッサ体育室 

・各地区協議体における検討状況の 

報告 

・各地区第２層協議体の今後の検討  

ポイントに関する助言等(講師) 

７名 

日常生活支援事

業交流会 
１２月１０日 

ウエルシアコミュ

ニケーションセン

ターいちはら 

・基調説明 

・実践発表（有秋、辰巳台地区） 

・意見交換会 

４名 

地区社協・小域福

祉NW合同研修会 

１月２５日 

（中止） 
市民会館小ホール 

 【「引きこもり」のことを考える】 

※新型コロナウイルス感染症の感染

拡大防止の観点から中止。 

 

第２層協議体 

フォローアップ

会議 

１月２１日 

ウエルシアコミュ

ニケーションセン

ターいちはら 

・各地区協議体の取り組み状況の報告

及び質疑応答 

・各地区協議体の今後の検討ポイント 

・講師説明「協議体と地域住民の関わ

り」 

２名 

日常生活支援事

業担い手養成講

座 

３月３日 

ウエルシアコミュ

ニケーションセン

ターいちはら 

・講師説明「地域での支え合い活動」 

・実践発表（市津、三和地区） 

・活動紹介 

３名 



 

４．小域福祉ネットワーク支援 

 日常生活圏域としての６小学校区において、地域福祉を推進するための具体的な取組みを話し合い、

実施する場である小域福祉ネットワークの運営支援を行った。 

 ・小域福祉ネットワーク連絡会議開催 年２回 ※新型コロナウイルス感染症により中止。 

 ・財政支援 １団体につき５万円の運営費補助金を交付。 

 


